
　

そ
こ
で
、
高
密
度
で
種
を
播
き
、
20
日

ほ
ど
で
2
枚
目
の
葉
が
出
た
小
さ
な
苗
を

水
田
に
植
え
る
こ
と
で
、
使
用
す
る
苗
箱

の
数
や
労
働
時
間
を
削
減
す
る
の
が
「
高

密
度
播
種
・
短
期
育
苗
」、
略
し
て
「
高

密
短
」
で
す
＝
図
2
。
一
方
、
水
田
に
苗

を
植
え
る
時
に
は
、
葉
の
枚
数
が
、
従
来

の
4
枚
よ
り
2
枚
減
り
、
収
穫
時
期
が
遅

く
な
る
た
め
、
本
技
術
で
は
、
生
長
の
速

い
品
種
「
え
み
ま
る
」
を
使
用
し
ま
す
。

　

こ
の
技
術
は
、
山
間
部
な
ど
寒
い
場
所

で
は
導
入
で
き
な
い
た
め
、
導
入
リ
ス
ク

を
マ
ッ
プ
と
し
て
示
し
て
、
細
か
な
栽
培

上
の
留
意
点
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
整
理

し
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
も
減
少

　

道
は
、
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
の
施
用
に

よ
り
土
づ
く
り
を
推
進
し
、
化
学
肥
料
や

化
学
合
成
農
薬
の
使
用
量
を
最
小
限
に
と

ど
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
「
ク
リ
ー
ン
農

業
」
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

畑
作
物
の
栽
培
で
施
用
す
る
窒
素
肥
料

が
多
い
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
多
く
発
生

す
る
の
で
、
ク
リ
ー
ン
農
業
を
行
っ
て
い

な
い
慣
行
の
施
肥
体
系
と
比
べ
、
ど
の
程

度
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
低
減
で
き
る
の
か

調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
＝
図
3
で
す
。

　

本
道
の
代
表
的
な
畑
作
物
で
あ
る
、
秋

ま
き
小
麦
と
テ
ン
サ
イ
の
畑
で
調
べ
た
結

果
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
慣
行
施

肥
と
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
46
％
、
90
％
減
少

す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
な
お
、
化

学
肥
料
の
製
造
・
輸
送
過
程
で
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
発
生
は
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
道
内
で
ク
リ
ー

ン
農
業
に
取
り
組
む
畑
作
・
露
地
野
菜
畑

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
量
を
試

算
す
る
と
年
間
2
・
5
万
〜
2
・
7
万
㌧

（
二
酸
化
炭
素
換
算
）
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
道
内
の
農
林
水
産
分
野
に
お
け

る
平
成
29
年
現
在
の
排
出
量
５
６
０
万
㌧

（
同
）
の
0
・
5
％
に
相
当
し
ま
す
。

乳
牛
飼
養
の
労
働
生
産
性
を
向
上

　

乳
牛
の
飼
養
形
態
は
大
き
く
3

種
類
あ
り
ま
す
。
全
道
の
65
％
を

占
め
る
「
つ
な
ぎ
飼
い
」
は
、
個

体
ご
と
の
管
理
が
容
易
で
施
設
面
積
が
小

さ
く
て
済
む
一
方
、
餌
や
り
に
労
力
が
必

要
と
な
り
、
多
く
の
牛
を
飼
養
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
30
％
を
占
め
る
「
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
」
は
、
舎
内
で
牛
を
放
し

飼
い
に
し
て
、
牛
が
自
分
で
餌
場
ま
で
移

動
す
る
の
で
、
餌
や
り
の
手
間
が
省
け
ま

す
が
、
牛
舎
な
ど
施
設
の
設
備
に
は
大
き

な
投
資
が
必
要
で
す
。
放
牧
は
5
〜
10
％

で
、
餌
や
り
が
不
要
に
な
り
ま
す
が
、
乳

量
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

道
内
で
は
主
に
、
つ
な
ぎ
飼
い
を
し
な

が
ら
、
牧
草
地
の
小
さ
な
区
画
（
小
牧

区
）
で
1
日
程
度
放
牧
す
る
方
法
で
乳
牛

を
飼
養
し
て
い
ま
す
が
、
収
益
の
拡
大
に

は
、
飼
養
頭
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、

労
働
力
確
保
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
と
放
牧
日
数
が

2
〜
3
日
程
度
と
な
る
少
し
大
き
な
牧
草

地
の
区
画
（
中
牧
区
）
の
組
み
合
わ
せ
を

検
討
し
ま
し
た
。

　

中
牧
区
は
、
水
や
り
や
牧
柵
の
修
繕
・

管
理
に
必
要
な
時
間
が
小
牧
区
よ
り
少
な

い
と
言
わ
れ
て
お
り
「
つ
な
ぎ
飼
い
＋
小

牧
区
」
の
コ
ス
ト
が
乳
量
1
㌔
当
た
り
89

円
に
対
し
て
、「
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
＋
中

牧
区
」
で
は
77
円
で
し
た
＝
図
4
。
こ
れ

は
90
頭
で
年
間
8
㌧
の
牛
乳
を
生
産
す
る

と
し
て
、
年
間
８
０
０
万
円
の
コ
ス
ト
削

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
労
働
時
間

が
減
り
、
時
間
当
た
り
の
農
業
所
得
が
増

え
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

図2　�高密短による資材量・労働時間
の削減割合

図3　�クリーン農業による畑からの温室効果ガス�
排出抑制効果

図4　使用方法の改善によるコスト低減効果
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サ
ク
ラ
ン
ボ
の
新
品
種
「
陽
ま
り
」

　

道
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
主
な
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
品
種
は
、
山
形
県
の
品
種
「
佐
藤

錦
」「
南
陽
」、
小
樽
市
で
発
見
さ
れ
、
古

く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
「
北
光
」
が
あ

り
ま
す
。

　
「
南
陽
」
は
、
高
級
品

と
し
て
、
贈
答
用
な
ど
の

需
要
が
あ
り
ま
す
が
、
果

皮
が
赤
く
な
り
に
く
い
ほ

か
、
果
肉
が
軟
ら
か
い
た

め
、
輸
送
性
に
劣
る
な

ど
、
品
質
上
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
を

実
ら
せ
る
た
め
に
は
、
相

性
の
良
い
別
の
品
種
と
混

植
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
道

内
で
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
佐
藤
錦
」

と
「
南
陽
」
の
相
性
が
悪
く
、
互
い
に
授

粉
樹
と
し
て
は
、
機
能
し
な
い
こ
と
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
品
種
「
陽
ま
り
」
は
、「
南
陽
」
よ

り
も
果
皮
が
赤
く
な

り
や
す
く
、
果
肉
が

硬
く
、
大
き
く
、
食

味
も
優
れ
ま
す
＝
写

真
1
。
ま
た
、「
佐

藤
錦
」
を
は
じ
め
、

道
内
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
ほ
と
ん
ど
の
品

種
と
互
い
に
授
粉
樹

と
し
て
機
能
す
る
特

性
が
あ
り
、
混
植
す

る
品
種
に
つ
い
て
悩
む
こ
と
な
く
、
現
場

に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
で
黒
毛
和
牛
の
能
力
診
断

　

近
年
、
牛
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
採
取
、
解
析
す

る
こ
と
で
、
能
力
を
評
価
す
る
手
法
が
開

発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
道
内
の
生
産
者
や

種
雄
牛
造
成
機
関
が
黒
毛
和
牛
の
選
抜
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
産
肉
能
力
診
断
シ
ス

テ
ム
と
し
て
構
築
し
ま
し
た
。

　

診
断
シ
ス
テ
ム
は
、
家
畜
改
良
事
業
団

や
道
総
研
畜
産
試
験
場
、
酪
農
畜
産
協
会

が
協
力
し
、
生
産
者
や
種
雄
牛
造
成
機
関

か
ら
提
供
を
受
け
た
牛
の
毛
根
で
Ｄ
Ｎ
Ａ

解
析
と
能
力
評
価
を
行
い
、
結
果
を
提
供

し
ま
す
。
申
し
込
み
か
ら
1
カ
月
ほ
ど
で

結
果
が
出
る
た
め
、
生
産
者
や
種
雄
牛
造

成
機
関
は
、
そ
の
情
報
を
活
用
し
、
よ
り

能
力
の
高
い
子
牛
が
得
ら
れ
る
交
配
組
み

合
わ
せ
を
決
め
ら
れ
ま
す
＝
図
1
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
北
海
道
以
外
で
も

構
築
で
き
ま
す
が
、
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
霜
降
り
の
細
か
さ

や
不
飽
和
脂
肪
酸
含
量
に
関
す
る
指
標
を

北
海
道
独
自
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
特

長
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
従
来
は
4
年
だ
っ
た
世
代
間
隔
が

2
年
に
短
縮
し
、
選
抜
精
度
も
高
ま
り
、

改
良
の
ス
ピ
ー
ド
は
2
・
6
倍
に
向
上
し

ま
し
た
。

苗
箱
数
も
育
苗
期
間
も
減
少
！

　

北
海
道
で
は
、
水
稲
の
苗
を
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
35
日
ほ
ど
、
4
枚
目
の
葉
が
出

る
ま
で
育
苗
す
る
た
め
、
種
を
密
に
播
く

こ
と
が
で
き
ず
、
多
く
の
苗
箱
が
必
要
と

な
り
、
苗
箱
を
ハ
ウ
ス
に
並
べ
た
り
、
育

て
た
苗
を
水
田
に
植
え
た
り
す
る
際
は
多

く
の
労
力
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図1　道内黒毛和牛の能力診断システム

写真1　さくらんぼ新品種「陽まり」

陽まり 南陽 佐藤錦

10.7 g 9.6 g 7.6 g

地
域
と
共
に
歩
む
道
総
研

　
道
総
研
農
業
研
究
本
部
は
毎
年
、
新
た
な
品
種
や
技
術
を
開
発

し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
令
和
4
年
に
開
発
し
た
農
産
物
の

品
種
や
道
内
農
業
に
貢
献
す
る
新
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
研
究
本
部
の
新
た
な
研
究
成
果

第　

回
7
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独
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